
夕闇に浮かびあがる
  かがり火の中で
幽玄の世界を堪能

てん こ

６月4日（土）、まほろば唐松薪能公演（演目／天鼓）



　
こ
の
度
の
市
長
選
は
、
私
を
含
め
た
３
人

の
候
補
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
大
仙

市
へ
の
夢
を
語
り
、
主
張
し
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
、
市
民
の
負
託
を
受
け
、
私
が
初
代

大
仙
市
長
と
し
て
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
農
業
、
農
村

問
題
な
ど
、
他
の
候
補
者
の
政
策
的
な
考
え

方
で
共
感
で
き
る
も
の
は
、
市
政
の
中
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
政
治
を
職
業
と
し
て
25
年
間
、
一

貫
し
て
「
弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
に
、
い

か
に
政
治
の
光
を
あ
て
る
か
」
を
政
治
の
原

点
と
し
、
大
曲
市
長
と
し
て
は
、
地
方
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
参
加
に
よ
る
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
政
運
営
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
大
仙
市
長
と
し
て
も
、
そ
の
基
本
姿
勢
は

変
わ
る
こ
と
な
く
、「
市
政
は
市
民
の
た
め

に
」
を
基
本
理
念
と
し
、
情
報
公
開
や
説
明

責
任
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
、
住
民

参
加
よ
り
踏
み
込
ん
だ
「
市
民
と
協
働
の
地

域
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
大
仙
市
を
ま
と
め
上
げ
た
者
と
し

て
、
新
市
の
基
礎
を
固
め
、
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
市
町
村
の
先
達
が
築
い
て

き
た
産
業
・
文
化
・
伝
統
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
、
旧
町
村
長
が
目
指
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
想
い
を
継
承
し
、
大
仙
市
全
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
と
独
自
性
を
発
揮
し

い

な
が
ら
発
展
し
、
人
が
活
き
・
集
う
よ
う
な

魅
力
あ
る
地
域
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

の
創
造
に
向
け
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
。

　
私
は
、
地
方
分
権
時
代
の
地
域
づ
く
り
に

は
、「
住
民
の
行
政
参
画
」「
住
民
と
の
協
働
」

が
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
職
員
が
常
に
市
民
の
目
線
に

立
ち
、
現
場
に
足
を
入
れ
、
市
民
と
一
緒
に

汗
を
か
き
、
行
政
情
報
は
で
き
る
限
り
分
か

り
や
す
く
市
民
に
提
供
す
る
体
制
を
つ
く

り
、
住
民
自
ら
が
地
域
づ
く
り
に
参
画
で
き

る
仕
組
み
を
大
仙
市
全
域
に
広
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
大
仙
市
は
、
旧
市
町
村
ご
と
に
地
方
自
治

法
に
よ
る
「
地
域
自
治
区
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
地
域
自
治
区
に
は
、
地
域
住
民
の
意
見

を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
住
民
と
行
政
の
連
携

を
強
化
す
る
た
め
「
地
域
協
議
会
」
を
置
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
部
公
募
制
を

取
り
入
れ
、早
期
に
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

住
民
の
意
見
が
速
や
か
に
市
長
に
届
く
仕
組

み
を
確
立
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
自
治
を
確
立
す
る
た
め
に

「
自
治
会
支
援
事
業
補
助
」
制
度
の
創
設
や

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
」
の
育
成
、
さ
ら

に
は
、「
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
補

助
」
制
度
な
ど
に
よ
り
、
住
民
自
ら
、
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
限
ら
れ
た

財
源
を
市
民
と
一
緒
に
考
え
、
有
効
的
に
活

用
し
ま
す
。

　
権
限
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
が
で

き
る
だ
け
身
近
な
場
所
で
手
続
き
が
で
き
る

こ
と
を
視
点
に
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、従
来
の
手

法
に
と
ら
わ
れ
な
い
合
理
的
な
財
政
運
営
、さ

ら
に
は
業
績
・
成
果
主
義
へ
の
転
換
等
、
民
間

的
発
想
を
取
り
入
れ
た
行
政
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
と

い
う
原
点
を
忘
れ
ず
、市
民
に
よ
る
行
政
評
価

を
早
急
に
実
施
し
、
市
民
本
位
・
市
民
主
体
の

市
政
の
推
進
、市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
行
政

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
６
月
９
日（
木
）か
ら
27
日（
月
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
る
平
成
17
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日
、栗
林
市
長
は
、今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
８
つ
視
点
か
ら
、「
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
、
市
民
と
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
努
め
、
新
市
の
基
礎
を
固
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
事
業
に
つ
い
て
抜
粋
し
た
形
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
大
仙
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://city.daisen.akita.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
次
号
の
予
算
で
掲
載
し
ま
す
。

６月９日（木）、平成17年市議会第１回定
例会において所信を述べる栗林市長。
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1 「
市
政
は
市
民
の
た
め
に
」

住
民
自
ら
、
ま
ち
づ
く
り
で
き
る
体
制
の
整
備

・
行
政
改
革
大
綱
作
成
関
係
費

・
行
政
評
価
推
進
経
費

・
総
合
計
画
等
策
定
経
費

・
地
域
協
議
会
経
費

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
費

・
地
域
い
き
い
き
ビ
ジ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

・
担
い
手
支
援
事
業
費

・
生
産
基
盤
整
備
事
業
費

・
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
費

・
あ
な
た
と
地
域
の
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事

業
費

・
肉
用
優
良
基
礎
牛
導
入
及
び
保
留
事
業
費

・
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

・
大
仙
市
雇
用
助
成
金

・
中
小
企
業
振
興
経
費

・
福
祉
医
療
費
拡
大
分

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
給
関
係
費

・
乳
幼
児
養
育
支
援
関
係
費

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業

・
学
校
給
食
費
免
除
事
業

・
公
立
学
校
配
置
計
画
基
本
調
査

・
教
職
員
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業

・
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

・
介
護
予
防
地
域
支
え
合
い
事
業
費

・
敬
老
の
日
事
業
費

・
保
健
事
業
費

・
市
立
大
曲
病
院
事
業

・
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
道
路
新
設
改
良
費

・
駅
東
線
街
路
整
備
事
業
費

・
ま
ち
づ
く
り
総
合
整
備
事
業
費

・
都
市
計
画
公
園
事
業
費

・
大
曲
駅
前
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

・
農
業
集
落
排
水
事
業
費

・
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
費

・
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
費

・
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

・
上
水
道
事
業

・
簡
易
水
道
事
業

・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
拡
張
第
四
堰

堤
増
設
工
事

・
国
体
準
備
事
業

・
払
田
柵
跡
環
境
整
備
事
業

・
払
田
柵
跡
土
地
買
上
事
業

・
池
田
氏
庭
園
整
備
事
業

・
５
０
０
歳
野
球
大
会

・
全
県
５
５
０
歳
野
球
大
会

・
自
治
会
支
援
事
業
費
補
助
金

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
活
動
支
援
事
業

費
補
助
金

・
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
費
補
助
金

・
自
治
会
街
灯
設
置
事
業
費
補
助
金

・
自
治
会
館
維
持
管
理
費
等
補
助
金

・
集
落
会
館
建
設
事
業
費
補
助
金

・
木
売
沢
地
区
宅
地
造
成
事
業

・
雄
物
川
中
流
部
改
修
の
家
屋
移
転
に
伴

う
関
連
事
業

●  

８
つ
の
重
点
的
取
り
組
み 

●

（
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
の
予
算
特
集
で
紹
介
し
ま
す
）

「
夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市

と
し
て
の
大
仙
市
へ
」

「
交
通
体
系
の
整
備
と

交
通
拠
点
づ
く
り
」

「
安
心
で
き
る
健
康
長
寿
社
会
」

「
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
」

「
子
育
て
支
援
と
教
育
」

「
農
業
を
基
幹
と
し
て産業

と
雇
用
」

「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

－ 所信表明演説－－ 所信表明演説－
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自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
を
担
当
す
る
の
は
、

本
庁
で
は
地
域
づ
く
り
課
と
８
つ
の
総
合
支

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
振
興
課
に
な
り

ま
す
。

  

各
総
合
支
所
で
は
、
町
内
会
や
集
落
の
会

長
を
対
象
に
、
一
連
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

に
係
る
補
助
制
度
の
説
明
会
を
、
す
で
に
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
か
ら
開
催
す
る
と
こ

ろ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
支
援
制
度
の
中
に
は
、
事

前
の
手
続
き
が
必
要
な
制
度
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
「
自
治
会
支
援
事
業
補
助
制
度
」
に

つ
い
て
は
、「
自
治
会
登
録
申
請
書
」
を
提
出

  
自
治
会
支
援
の
助
成
制
度

応
援
し
ま
す
　
あ
な
た
の
地
域
の
自
治
活
動

　
６
月
１
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
く

る
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
。
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
の
は
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
す
。

　
大
仙
市
で
は
「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
れ
ま
で
の
制

度
を
充
実
す
る
な
ど
、
予
算
の
範
囲
内
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
、
現
在
開
会
中
の
市

議
会
定
例
会
で
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
８
市
町
村
の
特
性
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
で
き
た
制
度
を

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
施
策
」
と
し
て
一
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
施
策
は
、
今
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。「
新
し
い
地

域
づ
く
り
」
に
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届

け
出
が
な
さ
れ
、
初
め
て
「
自
治
会
」
と
し

て
登
録
さ
れ
「
自
治
会
支
援
事
業
補
助
金
交

付
申
請
書
」
を
事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書

な
ど
と
と
も
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
似
た
よ
う
な
制
度
を
実
施
し

て
き
た
神
岡
、
西
仙
北
、
中
仙
、
協
和
、
南

外
地
区
と
、
初
め
て
の
大
曲
、
仙
北
、
太
田

地
区
と
で
は
、
手
続
き
期
間
に
若
干
の
ズ
レ

が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
年
内
に

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
を
目
標
に
準
備
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「自立と協働のまちづくり」の根幹をなす自治会やボランティア団体等の活動を支援します。
（写真＝４月29日、大曲小学校運動会で応援する子どもたち）

制
度
に
よ
っ
て
は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す

４



自治会、町内会、集落会

街灯の維持管理費を負担できる自治会、他の補助制
度を受けないで設置する街灯

街灯１基当たり設置経費の２分の１以内で５万円が
限度

自治会街灯設置費補助金交付申請書に工事図面、見
積書等を添付して提出、他補助制度と同じ

対
象

内
容
補
助
額

手
続
き

自治会区域内街灯の設置経費の一部を補助

●自治会街灯設置費補助●

自治会、町内会、集落会

新築、増改築、補修（衛生・給排水・電気設備等建物
に必要不可欠な設備の整備）に要する経費（ただし総
額30万円未満、用地取得、維持管理費などは対象外）

①新築は建設費（浄化槽設置費を除く）の２分の１
以内で限度額550万円
②増改築・補修は建設費の３分の１以内で限度額
200万円
③新築・増改築の浄化槽設置経費については当該経
費の３分の２の額。ただし、公共下水道や農業集落
排水事業の区域内への浄化槽設置、他の補助制度で
浄化槽を設置する場合などは対象外
④再補助は５年間行わない

町内集落会館建設費等補助申請書に計画書、見積
書、平面図、立面図及び位置図、関係住民の同意書
などを添付して提出後、申請書を審査し、交付の有
無を決定。工事着手時に施工届、完成時に完工届を
提出し、竣工検査後、補助金の交付

対
象

内
容

補
助
額

手
続
き

住民が一堂に会する施設の建設等を行う経費の一部を補助

●町内集落会館設置等補助●

①おおむね10世帯以上の世帯が加入している自治
会、町内会、集落会等で規約、会則、役員、予算を
定め地域づくり活動を行っていること
②自治会登録申請書で登録されていること
③他の補助制度を受けていないこと

①ごみ集積所周辺清掃、側溝清掃、道路除草、河川
美化、花だん整備、公園清掃などの環境保全事業
②夏まつり、盆踊り、文化講演、運動会、生涯学習
などのイベント事業
③地域芸能、伝統文化の継承、歴史資料の保存に関
する事業
④高齢者世帯の巡回や除雪、福祉施設訪問、介護講
習会の開催など各種ボランティア活動などの地域福
祉事業
⑤交通安全、防犯活動、防災訓練などの地域生活安
全事業
⑥地域交流イベント、親子体験学習、納税意識の高
揚、自治会報発行など世代間・地域間交流事業

１自治会当たり世帯割と均等割の合計額を交付

年度初めに自治会登録申請書、自治会支援事業補助
金交付申請書を提出、提出された書類を審査し、交
付の有無を決定し通知。事業完了後30日以内または
３月31日までに、自治会支援事業実績報告書、事業
報告書、収支決算書を提出後、補助金の交付

対
　
象

事
業
内
容

補
助
額

手
続
き

住民主体の地域づくり、自治会の組織化を推進

●自治会支援事業補助●

おおむね 10 人以上の会員が加入しているボラン
ティア団体で、規約、会則、役員、予算を定め社会
貢献活動を行っていること

おおむね「自治会支援事業」と同じ活動を行ってい
る団体

10万円を限度に事業費の２分の１以内

自治会支援事業補助の「自治会登録申請書」を除き、
自治会支援事業補助制度と同じ

対
　
象

内
容
補
助
額
手
続
き

ボランティア団体等の地域づくり活動を支援

●ボランティア団体等活動支援事業補助●

自治会、町内会、集落会

①会館の維持管理費（電気料、燃料費、保険料、ガ
ス料、水道料、下水道料の６項目）

５万円を限度に事業費の２分の１以内

自治会館維持管理費等補助金交付申請書に予算書を
添付して提出、以下自治会支援事業補助制度と同じ

対
象

内
容
補
助
額
手
続
き

自治会館の維持管理費の一部を補助

●自治会館維持管理費等補助●

※自治会支援事業補助を受けるためには、自治会の登録申
請が必要です。

これら制度に関するお尋ねは、

各総合支所地域振興課

本庁企画部地域づくり課

☎ 0187-63-1111（内線218）

問 い 合 わ せ

自治会、町内会、集落会

①目的に添ったハード、ソフト事業で自治会の総意
に基づく１回限りの事業
②他の補助制度を受けていないこと
③継続事業となる場合は３年以内
例えば、集落案内板の設置、公園内のスポーツエリ
アの整備、記念碑建立、記念誌の発行、イベント開
催に必要な機材の購入など

100万円（継続事業も同じ）

他補助制度と同じ

対
象

事
業
内
容

補
助
額
手
続
き

個性豊かな地域づくりを行う自治会に補助金を交付

●個性豊かな地域づくり事業補助●

町内集落会館建設事業を行う団体に対する貸し付け

●町内集落会館整備費貸付金●

自治会、町内会、集落会

町内集落会館建設費等補助を受けて会館の新築、増
改築、補修をしようとしている自治会に貸し付け
（連帯保証人が必要）

①総事業費から町内集落会館建設費等補助額を控除
した額
②無利子、10年以内の償還、償還は年払い（全部ま
たは一部の繰り上げ償還可能）

貸付申請書に計画書、工事契約書の写し、収支予算
書、償還計画書などを添付して提出、申請書を審査
し、貸付の有無を決定、工事完了後に現地検査、借
用証書の提出、貸付金の交付、年払いの償還開始

対
象

内
容

補
助
額

手
続
き

５



ホームページを開設しました
太田町史編さん事業4

　大仙市のホームページに、太田町史編さん事

業のページが追加されました。町史編さんだよ

り、刊行物紹介、お知らせ、執筆者紹介など町

史の編さんに関する情報を掲載しています。

◆ホームページアドレス／

http://www.city.daisen.akita.jp/site/gyousei/
org_info/kyouiku/bunkazai/

【問い合わせ】

教育委員会太田分室生涯学習班

☎ 0187-88-2881まで

1
農業委員会一般選挙が全国一斉に行われます
東部農業委員会一般選挙及び西部農業委員会一般選挙

　東部農業委員会委員一般選挙及び西部農業委員会委員一般選挙が行

われます。選挙は旧市町村単位で定められた選挙区ごとに実施される

予定です。

◆選挙権／東部および西部農業委員会の区域に住所があり、選挙人名

簿に登録されている方。ただし、名簿に登録されていても区域外に

転出したり、婚姻や農地の売却などで離農された方は選挙権がなく

なります。

◆選挙区と委員の数／

【東部農業委員会】

　大曲選挙区＝16人、中仙選挙区＝９人

　仙北選挙区＝８人、太田選挙区＝７人

【西部農業委員会】

　神岡選挙区＝４人、西仙北選挙区＝11人

　協和選挙区＝９人、南外選挙区＝６人

◆立候補受け付け／７月３日（日）午前８時30分～午後５時

◆投票日／７月10日（日）※７月３日（日）告示

◆投票時間／午前７時～午後７時

◆投票所／選挙区で定められた場所

【問い合わせ】

大仙市選挙管理委員会事務局

☎ 0187-72-2167まで

2
男女共同参画に理解のある方を募集
男女共同参画審議会委員

　男女共同参画計画の策定および男女共同参画

の推進役として会議に参加してくださる方を募

集します｡男女共同参画についての理解を深め、

市民のみなさんから日常生活を通じた意見をい

ただくための会議です｡

◆応募資格／

　①市内に居住する満20歳以上の方

　②男女共同参画の推進に関心がある方

　③年３回程度の会議に参加できる方

◆定員／５人程度（任期２年）

◆申込受付期間／６月20日（月）から30日（木）

までの平日午前９時～午後５時

【問い合わせ・申し込み】

男女共同参画室（内線323）まで

5
入札結果をお知らせします
公用車売却に係る一般競争入札

※落札価格には消費税を含みません。

【問い合わせ】

本庁契約検査課契約班（内線324）まで

メーカー
トヨタ
トヨタ
日  産
トヨタ
トヨタ
トヨタ
日  産
トヨタ

車　　　名
クラウン ロイヤルサルーン
クラウン ロイヤルサルーンG
プレジデント JSタイプG
クラウン ロイヤルサルーンG
クラウン ロイヤルサルーンG
クラウン ロイヤルサルーンG
セドリック ブロアム
クラウン ロイヤルサルーンG

参加人数
４人
７人
13人
５人
０人
13人
４人
８人

　 落札価格
107,000円
342,000円
950,000円
611,005円
－　円

410,000円
89,900円
222,200円

3
夏の夜空にかがやけ
七夕花火

　七夕花火が打ち上げられます。当日は花火通

り商店街でも幼稚園・保育園児によるイベント

が行われます。

◆日時／７月２日（土）午後７時30分～

◆打ち上げ会場／福部内川遊水地

◆観覧会場／丸子橋および周辺緑地

【問い合わせ】

花火通り商店街（大曲地区）・沢田さん

☎ 0187-62-0414まで
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6
会場に出店してみませんか
大曲の花火大会

　大曲商工会議所では、市内で商売している方

で、全国花火競技大会会場内に出店を希望する

方の申込受付を開始します。出店の許可は選考

委員会の選考により決まります。

◆申込受付期間／７月１日（金）から８日（金）ま

での午前８時30分～午後５時（土曜・日曜日

を除く）

◆店舗規模および出店料／

　１コマ（間口１間半・奥行２間）25,000円

　２コマ（間口３間・奥行２間）50,000円

◆提出するもの／申請書類（大曲商工会議所備

え付け）、印鑑、身分証明書（運転免許証か健

康保険証）のコピー、当日販売に従事する方

全員の証明用写真（縦４センチメートル×横

３センチメートル）２枚※スナップ写真不可

【問い合わせ・申し込み】

大曲商工会議所

☎ 0187-62-1262まで

10
オープン（利用開始）します
市民プール

　市民プール（大曲川原町）が６月20日（月）か

ら利用開始となります。

◆料金／

【市内に住んでいる方】

　小・中学生＝無料、一般（高校生以上）＝100円

【大仙市以外に住んでいる方】

　小・中学生＝100円、一般＝210円

◆時間／午前10時～午後９時

◆休館日／８月13日（土）・27日（土）

【問い合わせ】

市民プール

☎ 0187-63-0666
スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122まで

子どもの安全を守り、子育てを支援します
チャイルドシート購入費補助金7

　チャイルドシート着用の促進と乗車中の乳幼

児の安全を守るため、対象となるチャイルド

シート購入者に購入費の一部を助成します。助

成を受けるためには申請が必要です。

◆対象／

　①市内に住所があり、６歳未満の乳幼児（以

下「対象乳幼児」）にチャイルドシートを購入

する保護者

　②市内に住所があり、対象乳児と同居し、同

一生計である保護者

　③国土交通大臣認定および日本工業規格の製

品であるチャイルドシートを購入する保護者

◆補助金額／対象乳幼児１人に対し購入額の２

分の１の金額（限度額10,000円）

◆持参するもの／チャイルドシートの領収書、

品質保証書

【問い合わせ・申請】

各総合支所市民課

本庁住民課消防安全班（内線145）まで

提出を忘れずに
（特別）児童扶養手当現況届9

　児童扶養手当、特別児童扶養手当を受給して

いる方は、忘れずに「現況届・所得状況届」を

提出してください。受給されている方には提出

についての詳しい内容を連絡します。

◆受付開始／８月１日（月）から

◆会場／各総合支所市民課および本庁児童家庭課

【問い合わせ】

本庁児童家庭課家庭援護班（内線175）まで

8
控えてください
日本脳炎ワクチンの接種

　日本脳炎は、コガタアカイエカによって媒介

された日本脳炎ウィルスによっておこるウィル

ス感染症です。このたび重傷のADEM（急性散

在性悩脊髄炎）発症例と日本脳炎ワクチン接種と

の因果関係が認定されたことから、当面の間日

本脳炎ワクチンの接種を差し控えることとなり

ました。流行地へ渡航する場合等で日本脳炎に

感染する恐れがあり、強く接種を希望される方

は、接種について医師に相談ください。

【問い合わせ】

本庁健康増進課

☎ 0187-62-9301まで児童扶養手当制度
　父親のいない家庭や、病気、ケガのため

身体や精神に障害のある父親を持つ家庭

で18歳未満の児童を養育している母親に

児童扶養手当が支給されます。

　ただし、公的年金（老齢福祉年金を除

く）を受給している場合や事実上の婚姻状

態にある場合は支給されません。

特別児童扶養手当制度
　精神、知的または身体に障害のある20

歳未満の児童を監護（保護者として生活の

面倒を見ること）する父母、または父母に

代わってその児童を養育している人に支

給されます。

　ただし、児童が福祉施設等に入所して

いる場合や、障害を理由に公的年金を受

けることができる場合は支給されません。

7



　
６
月
４
日（
土
）、
雄
物
川
河
川
敷
で
行
わ

れ
た
大
仙
仙
北
地
区
水
防
訓
練
。
号
令
と
と

も
に
規
律
正
し
く
キ
ビ
キ
ビ
と
行
動
す
る
消

防
団
員
。
そ
の
一
人
一
人
を
厳
し
い
ま
な
ざ

し
で
見
つ
め
、
訓
練
を
終
え
た
団
員
を
励
ま

し
、
労
を
ね
ぎ
ら
う
男
が
い
た
。
大
仙
市
消

防
団
初
代
団
長
を
務
め
る
間
瀬
堅
一
さ
ん

だ
。

　
大
仙
市
消
防
団
は
８
支
団
45
分
団
、
１
４

４
０
人
の
団
員
が
在
籍
し
（
４
月
１
日
現

在
）、
日
夜
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
っ
て
い
る
。

　「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
精
神

に
基
づ
き
組
織
さ
れ
た
消
防
団
。
そ
の
前
身

は
、
テ
レ
ビ
で
ご
存
知
の
江
戸
幕
府
の
南
町

奉
行
・
大
岡
越
前
が
、
８
代
将
軍
・
徳
川
吉

宗
の
命
令
で
、
江
戸
町
内
に
「
い
ろ
は
四
十

八
組
」
の
町
火
消
を
組
織
し
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
建
物
の
構
造

に
熟
知
し
た
大
工
や
と
び
職
と
い
っ
た
人
々

と
び
ぐ
ち

で
構
成
さ
れ
た
。
現
在
も
使
用
さ
れ
る
鳶
口

か
け

や

や
掛
矢
は
建
設
業
者
の
道
具
で
、
消
防
署
の

地
図
記
号
は
昔
の
防
火
活
動
で
使
用
さ
れ
た

「
さ
す
ま
た
」
を
図
案
化
に
し
た
も
の
。

　
間
瀬
さ
ん
が
消
防
団
に
入
団
し
た
の
が
昭

和
33
年
。
班
長
、
分
団
長
を
経
て
平
成
11
年

に
は
旧
大
曲
市
消
防
団
の
副
団
長
、
平
成
13

年
団
長
に
就
任
。
そ
し
て
、
今
年
３
月
に
は

合
併
に
よ
り
大
仙
市
初
代
の
団
長
に
就
任
し

た
。

　「
私
た
ち
が
入
団
し
た
こ
ろ
は
、
先
輩
団
員

が
戦
争
経
験
者
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
相

当
厳
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
服
装
、
歩
行
、

敬
礼
な
ど
消
防
団
の
基
本
で
あ
る
規
律
訓
練

は
特
に
厳
し
く
指
導
さ
れ
、
そ
れ
が
今
な
お

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」。

　
今
年
５
月
の
全
国
水
防
大
会
。
全
国
で
25

人
、
東
北
か
ら
２
人
の
水
防
功
労
者
が
表
彰

さ
れ
た
が
、
そ
の
一
人
と
し
て
間
瀬
さ
ん
が

表
彰
を
受
け
た
。

　
日
ご
ろ
か
ら
の
水
防
防
災
へ
の
取
り
組
み

は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た
雄
物

川
流
域
水
防
演
習
で
総
指
揮
者
と
し
て
成
功

へ
導
い
た
尽
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
雄
物
川
水
防
演
習
と
は
、
東
北
６
県
の
一

級
河
川
に
お
い
て
毎
年
行
わ
れ
る
大
規
模
な

演
習
で
、
当
地
区
と
し
て
は
18
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
。

■ませ  けんいち
昭和12年１月10日旧大曲市生まれ。
大仙市消防団団長。
昭和33年大曲市消防団入団。平成11年大曲市消
防団副団長、平成13年には消防団長を務める。
今年３月、大仙市消防団の初代消防団長に就任。
昨年６月に行われた「雄物川水防演習」において
総指揮者の大役を務め、大会を成功に導いた。

地
域
性
を
生
か
し
、
住
民
要
望
に
応
え
る
消
防
団
を

大
仙
市
消
防
団  

団
長

間  

瀬  

堅  

一 

さ
ん
（
大
曲
地
区
・
角
間
川
中
町
頭
・
68
歳
）

　「
水
防
演
習
の
成
功
は
消
防
団
員
を
は
じ

め
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。
総
合

的
な
力
の
結
集
が
評
価
さ
れ
、
成
功
裏
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
代

表
と
し
て
受
賞
式
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
」

と
参
加
者
全
員
で
受
賞
を
喜
び
た
い
と
目
を

細
め
る
。

　
合
併
に
よ
り
大
き
な
組
織
と
な
っ
た
大
仙

市
消
防
団
。「
地
域
性
を
生
か
し
な
が
ら
統

率
を
と
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　「
組
織
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
根
本
は
変
わ

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
災
害
が
多
様
化
し
て
い

る
現
在
。
行
政
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
住
民

の
要
望
に
応
え
、
地
域
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
消
防
団
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
使

命
に
燃
え
た
瞳
が
輝
く
。

「みなさんの代表として受
賞した」と謙遜する。
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７月の�

７月の市長面会日
11日（月）午前９時30分～11時

会　場 ／ 中仙総合支所
対　象 ／ 中仙地区にお住まいの方

【問い合わせ・申し込み】

中仙総合支所総務課☎ 0187-56-2111

26日（火）午前10時～11時30分
会　場 ／ 協和総合支所
対　象 ／ 協和地区にお住まいの方

【問い合わせ・申し込み】

協和総合支所総務課☎ 018-892-2111

１日・金 ●大曲仙北広域市町村圏組合議会
臨時会

２日・土 ●小松英典リサイタル（会場：大
曲市民会館）

３日・日 ●ドンパンふるさと中仙会（東京都）
４日・月 ●神奈川県座間市との災害協定調

印式（座間市）
５日・火 ●定例記者会見

●全県史跡整備市町村協議会
●小友川排水改良促進協議会総会

６日・水 ●秋田県農業集落排水連絡協議会
役員会・総会

７日・木 ●協和保育園竣工式
●大曲高校校舎改築期成同盟会

８日・金 ●秋田県消防大会
10日・日●東京嶽雄会平成17年度総会（東京）
11日・月●市長面会日（中仙地区）
12日・火●三位一体改革と平成維新を語る

フォーラム（かまくら館・横手市）
●秋田湾・雄物川流域下水道大曲処
理区建設促進協議会

14日・木●首都圏大曲会
16日・土●大仙市誕生記念事業「日本舞踊

公演」（会場：大曲市民会館）
18日・月●大仙市合併記念式典
25日・月●地域高規格道路本荘大曲道路整

備促進期成同盟会
26日・火●市長面会日（協和地区）
27日・水●全国史跡整備市町村協議会東北

大会

（日程が変更になる場合があります）

　
４
月
18
日
に
市
長
に
就
任
し
て
瞬
く
間
に
２

カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
広
域
合
併
の
新
市
の

市
長
が
忙
し
い
こ
と
は
覚
悟
の
う
え
で
し
た

が
、
市
民
と
の
面
談
、
各
種
会
議
へ
の
出
席
、
職

員
と
の
協
議
、
決
裁
な
ど
、
想
像
を
超
え
る
仕

事
量
に
、
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
て
い
る
毎

日
で
す
。
新
生
大
仙
市
を
早
く
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
に
、
職
員
も
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
の
窓
口
と
な
る
旧
市

町
村
ご
と
に
設
置
し
た
総
合
支
所
の
業
務
は
、

ま
ず
ま
ず
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す

が
、
企
画
部
門
の
本
庁
と
の
本
格
的
な
連
携
は

正
直
言
っ
て
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

面
積
８
６
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
香
川
県
の

２
分
の
１
）、
人
口
９
万
６
千
人
の
広
大
な
大

仙
市
と
な
っ
て
、
旧
役
場
の
と
き
の
よ
う
に
庁

舎
に
町
村
長
が
い
な
い
と
い
う
心
も
と
な
さ
、

は
た
し
て
地
域
住
民
の
声
が
市
役
所
や
市
長
に

届
い
て
い
る
の
か
、
と
い
う
不
安
は
否
め
な
い

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
心
配
を

克
服
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
５
月
か
ら
各
総

合
支
所
ご
と
に
市
長
面
会
日
を
設
定
し
ま
し

た
。
仙
北
地
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
議
会
の
終

了
す
る
７
月
か
ら
は
月
２
回
の
面
会
日
を
定

め
、
終
了
後
は
各
総
合
支
所
で
仕
事
を
す
る
計

画
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
や
提
言

な
ど
、
ぜ
ひ
市
長
に
直
接
話
し
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
地
域
協
議
会
設
置
の
話
し
合
い
も
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
大
仙
市
の
目
標
で
あ
る
行

政
と
市
民
の
協
働
の
地
域
づ
く
り
は
、
い
ま
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
議
会
開
催
中
で
あ
り
ま
す
が
、
大
仙
市
と
し

て
当
初
予
算
案
を
議
会
に
上
程
し
、
審
議
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
般
会
計
予
算

で
４
５
５
億
６
１
３
５
万
円
、
23
特
別
会
計
３

４
１
億
３
９
２
５
万
円
、
企
業
会
計
24
億
５
８

１
５
万
円
の
計
８
２
１
億
５
８
７
５
万
円
の
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
合
併
協
議
会
で
協
議
し

た
こ
と
、
市
町
村
長
会
議
で
の
合
意
事
項
を
基

本
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
が
、
市
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
27
％
と
少
な
く
、
依
存
財
源
に
頼
る

度
合
い
の
高
い
大
仙
市
の
財
政
状
況
は
、
国
の

税
財
制
改
革
の
中
で
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
市
民
の
幸
せ
実
現

の
た
め
に
有
効
に
使
う
か
、
市
当
局
、
市
議
会
、

そ
し
て
市
民
の
「
協
働
」
の
作
業
で
な
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

5月26日の市長面会日から。
（仙北総合支所）
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市
長
の
窓
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カ
月
を
ふ
り
か
え
っ
て



●協和地区人口統計（平成17年5月31日現在）
■人口＝8,699人(大仙市：95,794人)■世帯＝2,660世帯(大仙市：30,244世帯)■面積＝247.74㎢(大仙市：866.68㎢)

「
総
合
支
所
便
り
」

　
第
５
回
目
は
、
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ

た
美
し
い
自
然
と
、
県
内
唯
一
の
能
舞
台

が
あ
る
、
協
和
総
合
支
所
か
ら
の
便
り
で

す
。

■
協
和
の
歴
史

　
協
和
地
区
に
先
住
民
族
が
住
み
つ
い
た
の

は
、
土
器
の
ま
だ
な
か
っ
た
先
土
器
時
代
で
、

町
内
各
地
に
数
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
、石
器
や

土
器
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
い
ま
す
。戦
国
時

代
に
は
、
小
野
寺
・
戸
沢
・
秋
田
氏
な
ど
の
豪

族
の
乱
が
あ
り
、
境
、
上
淀
川
、
峰
吉
川
を
中

心
に
戦
い
が
展
開
さ
れ
、慶
応
４
年
の
戊
辰
の

役
で
も
再
び
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、天
正
19
年
の
畑
銀
山
、
慶
長
年
間
に

は
荒
川
鉱
山
が
発
見
さ
れ
、特
に
荒
川
鉱
山
は

わ
が
国
屈
指
の
銅
山
と
し
て
昭
和
15
年
９
月
ま

で
採
掘
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
坑
道
「
マ

イ
ン
ロ
ー
ド
荒
川
」と
し
て
多
く
の
方
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
協
和
地
区
は
、
昭
和
30
年
３
月
31
日
、
荒

川
・
峰
吉
川
・
淀
川
・
船
岡
の
４
村
が
合
併
、

協
和
町
が
誕
生
し
、今
年
の
３
月
で
合
併
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

■
現
在
の
協
和

　
協
和
地
区
は
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、国
道
13
号
と
46
号
が
交
差
し
て
い
る
こ
と

と
、秋
田
自
動
車
道
協
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
、
高
速
交
通
網
の
発
展
に
よ
り
、
県
中
央

部
と
県
南
部
を
結
ぶ
要
衝
と
し
て
の
役
目
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
の
殿
堂
「
協
和

市
民
セ
ン
タ
ー(

和
ピ
ア)

」
で
は
、
様
々
な
歌

謡
・
演
劇
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
併
設
さ
れ
て

い
る
協
和
図
書
館
と
併
せ
て
市
民
の
方
々
に

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
敷
地
内
に

は
、
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
協
和
が
あ
り
、

協
和
球
場
で
は
今
年
も
夏
の
高
校
野
球
県
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。(

今
年
は
７
月
16
日
か
ら)

■
協
和
の
イ
ベ
ン
ト
と
観
光
施
設
　

　
授
子
安
産
の
神
と
し
て
名
高
い
「
唐
松
神

社
」
は
そ
の
歴
史
が
古
く
、
参
道
の
杉
並
木
は

樹
齢
が
３
２
０
余
年
に
も
及
び
、
神
社
が
所

有
す
る
木
造
獅
子
頭
は
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
５
月
３
日
の
祭
典
や
８

月
15
日
の
角
力
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
神
社
の
本
宮
が
あ
る
唐
松
岳
に
は
、
中

世
の
歴
史
を
物
語
る
「
中
世
の
館
・
唐
松
城
能

楽
殿
」
を
中
心
と
し
た
史
跡
公
園
と
県
内
唯

一
の
能
舞
台
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
能
舞
台
で

は
毎
年
２
回
「
ま
ほ
ろ
ば
唐
松
薪
能
公
演
・
定

期
能
公
演
」
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

観
客
が
集
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
協
和
ダ
ム
で
行
わ
れ
る
釣
り
大
会

に
は
、
遠
く
県
外
か
ら
も
太
公
望
た
ち
が
参

加
し
ま
す
。
ダ
ム
湖（
美
山
湖
）・
荒
木
沢
公
園

を
中
心
に
行
わ
れ
る
「
美
山
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
や
釣
り
体
験
・

大
抽
選
会
な
ど
家
族
み
ん
な
が
自
然
の
中
で

楽
し
め
る
大
に
ぎ
わ
い
の
お
祭
り
で
す
。

も
の
の
べ
な
が

ほ

　
　「
物
部
長
穂
記
念
館
」
は
、
土
木
工
学
の
権

威
で
あ
る
物
部
博
士
の
研
究
さ
れ
て
き
た
業

績
や
著
書
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ま
ほ
ろ
ば
の
里
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時空を超越して現代によみがえる
 幽玄の世界『薪能』

 05

わんぱく
の森キャ

ンプ場

　小高い
丘の広々

とした野
原と森

に囲まれ
ており、

一本足で
立つツ

リーハウ
ス（宿泊

可能）や
アスレ

ウォーズ
があり、

炊事場や
テント

サイトも
完備され

ていて親
子で気

軽に楽し
めます。
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●宮崎県佐土原町の特産品が買えます
　平成13年に友縁交流提携している佐土原
町の本格芋焼酎「さどわら」や紅酢・またた
び酢・ちりめんじゃこ・柚子こしょうなどは、
道の駅「協和」でしか販売していません。南
国の味をぜひご賞味ください。

まほろば唐松能楽殿
　京都西本願寺の北能舞台を模
して造られており、屋外で演じ
られていた能本来の姿を伝える
にふさわしい、堂々たる舞台を
持っています。

市営協和モーターサイクル場
　県内唯一のJAF公認コースで、コース延
長764メートル、幅員６～８メートル。ゴー
カートやミニバイクレースなどに県内外か
らたくさんのファンが訪れます。

●遺跡・陶芸の里でマイカップを作ろう
　協和地区の土を使った陶芸教室では、穴窯
による自分だけのオリジナル陶器が創作でき
ます。ぜひマイカップ作りに挑戦してみてく
ださい。陶芸体験コースは予約が必要です。
【問い合わせ・予約】☎ 018-881-6646

●地元の新鮮な農産物を直売
　地元農家が生産した採れたての農
林産物とそれを加工した木工工芸品
や地酒を販売しています。なかでも
まほろばまんじゅう、まほろば大
福、山菜おこわは大好評です。

協和地区案内図
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新
緑
の
黒
森
山
で
心
地
よ
い
汗

「
ぬ
く
森
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
自

ら
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、大
仙
市

西
仙
北
・
協
和
・
南
外
の
３
地
区
合
同
に
よ
る
第
４
回
西
仙

北
「
ぬ
く
森
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
、
６
月
４
日

（
土
）開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
新
緑
の
映
え
る
ぬ
く
森
温
泉

「
ユ
メ
リ
ア
」
登
り
口
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
西
仙
北
ス
キ
ー

場
、
大
佐
沢
公
園
、
国
道
13
号
刈
和
野
バ
イ
パ
ス
を
経
て
再

び
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
の
約
６
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
83
人

が
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
思
い
思
い
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

花
づ
く
り
は
人
づ
く
り

「
い
よ
い
よ
開
始 

太
田
地
区 

地
域
花
だ
ん
」

　
今
年
度
も
地
域
花
だ
ん
づ
く
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
毎
年
、
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
個
人
・
団
体

問
わ
ず
入
賞
す
る
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
に
あ
る
太
田
地
区
の
花

だ
ん
づ
く
り
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
ま
す
。

　
５
月
26
日（
木
）、今
年
度
の
地
域
花
だ
ん
連
絡
会
議
が
太

田
中
学
校
で
開
か
れ
、
地
域
の
代
表
者
や
生
徒
な
ど
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
地
域
花

だ
ん
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
花
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
活
動
で
す
。

花
づ
く
り
は
土
づ
く
り
、
土
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
立
心
や
協
調

性
、
地
域
へ
の
愛
着
心
が
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
支
え
合
お
う

「
神
奈
川
県
座
間
市
と
相
互
応
援
仮
協
定
」

　
５
月
12
日（
木
）、市
は
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
支
援
し
合

お
う
と
、
神
奈
川
県
座
間
市
と
「
相
互
応
援
協
定
」
の
仮
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
仮
協
定
書
で
は
、
災
害
時
の
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必
需

物
資
の
提
供
、被
災
者
を
収
容
す
る
施
設
な
ど
も
相
互
提
供

す
る
こ
と
と
し
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
も
の
で
す
。

　
座
間
市
は
旧
中
仙
町
の
ふ
る
さ
と
会
と
の
交
流
が
以
前
か

ら
あ
り
、
平
成
10
年
に
協
定
を
結
び
、
こ
れ
を
合
併
に
伴
い

大
仙
市
が
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。

　
調
印
式
に
は
、
栗
林
次
美
市
長
と
星
野
勝
司
・
座
間
市
長

が
出
席
。
仮
協
定
書
に
調
印
後
、
固
く
握
手
を
し
て
仮
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
う
ま
さ
あ
り

「
南
外
中
学
校
野
球
部
お
に
ぎ
り
昼
食
会
」

　
春
の
全
県
大
会
出
場
の
南
外
中
野
球
部
員
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
南
外
中
野
球
部
父
母
の
会
が
５
月
29
日（
日
）、
南
外
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
で
昼
食
会
を
行
い
、「
ぬ
か
釜
」
で
炊
い
た

ご
飯
を
握
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ご
ち
そ
う
し
ま
し
た
。

　
ぬ
か
釜
は
、も
み
が
ら
を
燃
料
と
す
る
昔
な
が
ら
の
炊
事

道
具
で
、
炊
き
あ
げ
ら
れ
た
ご
飯
は
、
ふ
っ
く
ら
と
し
て
香

ば
し
く
、
中
学
生
た
ち
は
、
そ
の
う
ま
さ
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
な
が
ら
、
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
作
ら
れ
た
の
は
、
三
升
炊
き
の
釜
で
三
回
分（
90

合
）。
お
に
ぎ
り
は
、
園
内
の
子
ど
も
ち
に
も
ふ
る
ま
わ
れ
、

お
米
の
お
い
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

※
「
ぬ
か
釜
」
の
レ
ン
タ
ル
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
佐
藤
さ
ん（
南

外
湯
ノ
又
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
☎
０
１
８
７（
74
）２
５
５
１
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花
火
の
知
識
を
よ
り
深
め

「
花
火
鑑
賞
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

熱
い
走
り
で
競
い
合
う

「
第
１
回
市
制
施
行
記
念
駅
伝
大
会
」

　
６
月
５
日（
日
）、
大
仙
市
制
施
行
を
記
念
し
た
、
第
１
回

市
制
施
行
記
念
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
、
45
チ
ー
ム（
総
勢
２

３
１
人
）が
参
加
し
、初
夏
の
大
仙
市
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
大
会
は
男
子
22
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
女
子
10
・
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
競
わ
れ
、
花
火
通
り
商
店
街（
タ
ミ
ヤ

ス
ポ
ー
ツ
前
）を
ス
タ
ー
ト
し
、
古
四
王
神
社
、
四
ツ
屋
、
花

館
を
経
由
し
大
仙
市
役
所
本
庁
が
ゴ
ー
ル
と
な
る
コ
ー
ス
。

　
ど
の
チ
ー
ム
も
す
ば
ら
し
い
走
り
で
、大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
】
▼
第
１
位
＝
能
代
駅
伝
ク
ラ
ブ
【
マ
ス
タ
ー
ズ
】
▼

第
１
位
＝
横
手
平
鹿
マ
ス
タ
ー
ズ
【
高
校
】
▼
第
１
位
＝
大

曲
工
業
高
校
Ｂ
【
女
子
】
▼
第
１
位
＝
大
曲
高
校
【
中
学
校
】

▼
第
１
位
＝
大
曲
南
中
学
校
。

　
６
月
４
日(

土)

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
曲
花
火
倶
楽
部
主
催
の
「
花
火
観
賞
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
47
人
の
花
火
観
賞
士
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
花
火
鑑
賞
士
と
は
、
花
火
を
よ
り
学
術
的
に
と
ら
え
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
２
年
前
か

ら
同
倶
楽
部
が
認
定
試
験
を
行
い
資
格
を
与

え
て
い
る
も
の
で
、
全
国
に
１
３
０
人
の
鑑

賞
士
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
神
岡
地
区
の
株
式
会
社

和
火
屋
の
久
米
川
和
行
さ
ん
の
講
演
や
、
花

火
観
賞
の
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
打
ち
上
げ

現
場
を
見
学
。
さ
ま
ざ
ま
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
色
と
り
ど
り
の
花
火
を
見
な
が

ら
、
花
火
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

晴れの栄誉
受章おめでとうございます

「瑞宝単光章」
佐々木 義 美 さん
（刈和野・67歳）

農林水産業務功労。元農林

水産技官。

「瑞宝双光章」
後 藤 昭 三 さん
（大曲日の出町・76歳）

教育功労。元花館小学校校

長

「旭日双光章」
挽 野 隆 之 さん
(大曲栄町・71歳)

中小企業振興功労。県板金

工業組合理事長。

「瑞宝単光章」
武 田 良太郎 さん
（花館・62歳）

国土交通業務功労。元国土

交通技官。
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会館情報
文化施設年間事業のお知らせ
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資格認定試験を実施します

排水設備工事責任技術者

　本庁下水道推進課に申込用紙を

備え付けています。受験希望者は

申込用紙に必要事項を記入のう

え、本庁下水道推進課まで申し込

みください。

◆日時／

【受講講習会】

 ８月30日（火）午前９時30分～

 午後３時30分

【認定試験】

 ９月27日（火）午前９時30分～ 正午

◆会場／湯沢雄勝広域交流セン

ター（湯沢市）

◆受講料／6,000円

◆申込受付期間／６月20日（月）

から７月11日（月）まで

◆申し込み／本庁下水道推進課☎
0187-63-1111（内線282、283）

【問い合わせ】

本庁下水道推進課

☎0187-63-1111（内線282、283）
日本下水道協会秋田県支部

☎ 018-864-1427まで

７月はこの地域です

電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し、

結果をお知らせしています。

◆７月の調査対象／

【大曲地区】

荒屋敷、草刈野、四ツ屋本村全域

（高関前郷）

【神岡地区】

上高野、笹倉、戸月、高花、宇留

井谷地

【西仙北地区】

寺館、松葉、九升田、三条川原、

楯越、杉沢、柳沢、生内、床畑

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

行事予定は都合により日程が変わる場合もあります

休祭日救急医療センター（大曲保健センター内）
■内科・小児科■午前10時～午後４時☎ 0187-62-5187

大 仙 市 の 行 事 予 定

大曲なかよしウォーキング
　■午前７時30分受付開始■雄物川河川緑地運動公園（無料）
第10回川口渓谷太田グラウンド・ゴルフ大会
交通事故被害者交流会■午後１時■サンクエスト大曲（無料）
あや竹会協和教室発表会■午後１時30分開演■協和市民センター（1,500円）
休日外科当番医：大曲中通病院(大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：俵谷歯科医院（協和）☎ 018-892-3282

第１回市議会定例会（最終日）■午前10時■仙北ふれあい文化センター

第１回市議会定例会（５日目）■午前10時■仙北ふれあい文化センター

無料調停相談会■午前10時～午後３時■地方裁判所大曲支部（大曲農業高校隣り）

朝どり農産物自由市場■午前８時～■太田交流プラザ（太田球場南側）
M’sウィンドアンサンブル第８回公演■午後５時30分開演■中仙市民会館（1,000円）

県税休日納税相談日■午前８時30分～午後５時■仙北地域振興局庁舎
若杉みどり踊り教室「感謝の集い」■午後１時開演■中仙市民会館（1,500円）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：藤田歯科医院（大曲）☎ 0187-63-3320

国民健康保険税２割軽減申請期限日
小学校芸術鑑賞事業中国芸能（雜技と京劇）
　■午前９時（１回目）・午後１時30分（２回目）開演■大曲市民会館（1,500円）

18(土)

(火)21

(土)25

(日)26

小学校芸術鑑賞事業中国芸能（雜技と京劇）
　■午前９時（１回目）・午後１時30分（２回目）開演■大曲市民会館（1,500円）

小松英典リサイタル
　■午後６時30分開演■大曲市民会館（一般2,500円、学生1,500円）

わらび座「響」(HIBIKI)チケット発売開始
　■９月３日（土）■一般1,000円・学生500円■協和市民センター☎018-892-3820

東部農業委員会委員一般選挙および西部農業委員会委員一般選挙告示
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：高山歯科医院（三郷町千畑地区）☎ 0187-85-3911

在住外国人のための専門家出張相談会■午後２時～４時■横手市朝倉公民
館（無料）■申し込み（７月１日まで）学術国際政策課☎ 0187-63-2111

(木)30

 ７/ (金)１

(土)２

(日)３

(月)４

(火)５

６月16日（木）～７月５日（火）
春の自然観察会■午前９時～午後４時■岩手山山麓他
第１回市議会定例会（３日目）■午前10時■仙北ふれあい文化センター
農委委員会一般選挙立候補予定者説明会
　■午後１時30分■神岡農村環境改善センター（神岡温泉「嶽の湯」隣り）

教科書展示（～７月２日）■午前９時～午後４時■大曲教科書センター（大曲小学校内）
第１回市議会定例会（４日目）■午前10時■仙北ふれあい文化センター

(木)16 6/

17(金)

仙北南保育園竣工式■午前10時(火)28

(水)22
(木)23

20(月)

19(日)

24(金)

(月)27

(水)29
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悩んではいませんか

無料調停相談会

　金銭トラブルや、家庭内の問題

についての相談会を行います。

◆日時／６月21日（火）午前10時

～午後３時

◆会場／秋田地方裁判所大曲支

部（大曲農業高校隣り）

◆参加費／無料

【問い合わせ】

秋田地方裁判所大曲支部

☎ 0187-63-2033まで

在住外国人のために

専門家出張相談会

　県内の在住外国人および日本

人関係者を対象に、結婚、離婚、

財産や労働、日常生活の悩みなど

について相談会を行います。

◆日時／７月５日（火）午後２時～

４時

◆会場／横手市朝倉公民館

◆参加費／無料

◆申込受付期限／７月１日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県学術国際政策課

☎ 018-860-1219まで

起業意欲のある方募集

第２創業塾

　事業を成功させるための知識や

ノウハウ、ビジネスプランづくり

などを学ぶ講習会を行います。

◆対象／第２創業を目指す方で起

業意欲があり、全日程（５回）を受

講できる方。

◆期日／

【第１回】７月 ６日（水）

【第２回】７月14日（木）

【第３回】７月19日（火）

【第４回】７月28日（木）

【第５回】８月 ３日（水）

◆時間／午前９時30分～午後４

時30分

◆会場／秋田テルサ（秋田市）

◆定員／30人

◆受講料／3,000円（テキスト代）

◆申込受付期限／７月１日（金）

※定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ・申し込み】

秋田県商工会連合会南部指導

センター 貴俵さん

☎ 0182-32-7156まで

該当者は受講してください

消防設備士講習

◆対象／

①消防設備士免状の交付を受けた

日から２年以内の方

②消防設備士講習を受けた日から

５年以内の方

◆期日／

【消防設備 第１～３類】

　７月22日（金）

【警報設備 第４・７類】

　７月27日（水）・28日（木）

※どちらか１日を選択

【避難設備・消火器 第５・６類】

　７月25日（月）

◆会場／秋田市文化会館（秋田市）

◆受講料／7,000円

◆申込受付期限／６月30日（木）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県消防設備保守協会

☎ 018-835-5880まで

次回広報は６月30日（木）に行政協力員にお届けします

各種講習会のお知らせ

大曲職業訓練センター

　ワープロ・表計算基礎講習会は

パソコンの基本操作のできる人が

対象になります｡

◆各種講習詳細／

【アーク溶接特別教育講習会】

　日時／７月５日（火）から７日

　（木）までの午前９時～午後５時

　定員／30人

　受講料／7,000円

　申込受付期限／６月24日（金）

【ワープロ基礎講習会】

　日時／７月13日（水）から15日

　（金）までの午前９時30分～午

　後４時30分

　定員／15人

　受講料／7,000円（テキスト代含む）

　申込受付期限／７月１日（金）

【表計算基礎講習会】

　日時／７月20日（水）から22日

　（金）までの午前９時30分～午

　後４時30分

　定員／15人

　受講料／7,000円（テキスト代含む）

　申込受付期限／７月11日（月）

◆会場／大曲地域職業訓練センター

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

　

　救急員養成講習会を行います。急病人やけが人に対する正しい応

急手当を学んでみませんか。全日程の修了者には受講証、検定合格

者には救急員認定証が交付されます。

◆対象／高校生以上で全日程参加できる方。性別は問いません。

◆日時／６月17日（金）から19日（日）までの午前９時～午後５時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆定員／30人

◆受講料／3,000円

【問い合わせ・申し込み】

日本十字社赤秋田県支部

☎ 018-864-2731
本庁社会福祉課企画班

☎ 0187-63-1111（内線162）まで

ＱＲコード

正しい応急手当の講習会

赤十字救急法救急員養成講習会
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大曲技術専門校

県・能力向上コース講習会

◆各種講習詳細／

【品質管理講習（初級）】

　期日／６月18日（土）・19日（日）

【アーク溶接特別教育講習】

　期日／６月21日（火）から23日（木）まで

【品質管理（中級）講習】

　期日／６月25日（土）・26日（日）

【金属塗装技術準備講習】

　期日／６月28日（火）・29日（水）

【建築塗装技能準備講習】

　期日／７月５（火）・６日（水）

【ワープロソフト応用（ワード）講習】

　期日／７月６（水）・７日（木）

【第二種電気工事士実技試験準備講習】

　期日／７月11（月）から13日（水）まで

【建設業経理事務士２級（簿記基礎）準備講習】

　期日／７月16（土）・17日（日）

【表計算ソフト基礎（エクセル）講習】

　期日／７月20（水）・21日（木）

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校（大曲川

原町）

◆受講料／無料

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校民間訓練支援室

☎ 0187-62-6321まで

受講しませんか

点訳奉仕者養成講習会

◆対象／講習終了後点訳本の作成

に奉仕でき、全日程参加できる方

◆期日／７月３日（日）・10 日

（日）・17日（日）

◆時間／午前10時～午後３時

◆会場／秋田県社会福祉会館３階

ボランティアルーム（秋田市）

◆定員／20人

◆受講料／無料

◆申込受付期限／７月１日（金）

【問い合わせ・申し込み】

日本赤十字社秋田県支部

☎ 018-864-2731まで

募集しています

ソフトバレーボール会員

　スポーツを通して仲間をつくり

ませんか。年齢、性別は問いません。

◆練習日／

【毎週日曜日】

　時間／午後７時～午後９時

　会場／サンクエスト大曲

【毎週金曜日】

　時間／午後７時30分～午後９時

　会場／仙北体育館（仙北中学校

　隣り）

【問い合わせ】

佐々木さん

☎ 0187-63-3364まで

参加者募集

秋田県青少年音楽コンクール

　秋田県青少年音楽コンクール

（ピアノ部門）の県南地区大会の参

加者を募集します。

◆参加資格／県南在住者および県

出身者で25歳以下の方

◆日時／９月４日（日）午後１時

30分

◆会場／ふれあいセンターかまく

ら館（横手市）

◆参加費／4,000円

◆申込受付期限／７月30日（土）

【問い合わせ・申し込み】

横手市芸術文化団体連盟

金沢さん

☎ 0182-33-3618まで

学んでみませんか

放送大学

　放送大学はテレビ、ラジオで授

業を行う通信制の大学です｡

　さまざまな科目があり、１科目

からでも学ぶことができます。

◆申込受付期限／８月31日（水）

【問い合わせ・資料請求】

放送大学秋田学習センター

☎ 018-831-1997まで
自然と遊ぼう

お父さんといっしょ

　自然の中で子どもとふれあいな

がら、子育てや自分らしく生きる

ことの大切さについて考えてみま

せんか。

◆対象／父親と子ども（５歳～小

学生）

◆日時／７月16 日（土）・17 日

（日）※１泊２日

◆会場／保呂羽山少年自然の家

（大森町）

◆定員／父子あわせて50人

◆参加費／１人2, 100 円（食事

代、創作活動材料費、保険料等）

◆内容／講演会、創作活動、野外

炊飯

◆申込受付期限／６月30日（木）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県男女共同参画課

☎ 018-860-1556まで

今回のテーマは減量

健康づくりセミナー

　生活習慣病の予防は、日々の積

み重ねが大切です｡

　セミナーでは医師による肥満に

ついての講演会、かんたんなエク

ササイズや水中ウォーキング、ヘ

ルシー弁当を食べながら食生活習

慣改善のための適切なアドバイス

なども行います。

◆日時／７月10日（日）午前９時

30分～午後１時

◆会場／ペアーレ大曲（大曲中通町）

◆定員／40人

※定員になり次第締め切ります。

◆参加費／1,000円（昼食代含む）

【問い合わせ・申し込み】

ペアーレ大曲

☎ 0187-63-8600まで

■人　口　95,794人 （－  83）

　　　男　45,527人 （－150）

　　　女　50,267人　（－  33）

■世帯数　30,244世帯（－1 9）

（５/31現在）

※ （　） 内は前月比
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4

①５万円　②10万円　③30万円　　
応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は6月30日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、Eメール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 ボランティア団体等活動支援事業補助の
補助額の限度額はいくらでしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分が当たる 5
▼
広
報
ク
イ
ズ
に
は
毎
回
約
40
通
の
応
募
が
あ
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。
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切
り
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係
で
当
選
者
を
発
表
で
き
な
い
で

い
る
が
、
当
選
者
の
方
々
に
は
確
実
に
図
書
カ
ー

ド
を
送
っ
て
い
る
▼
市
か
ら
の
一
方
的
な
お
知
ら

せ
で
な
く
、
読
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
等
を

聴
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
ク
イ
ズ
。
手
厳

し
い
意
見
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
ま
で
と
、
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
中
で
一
番
多
い
の
が
「
取
材
エ

リ
ア
が
広
が
り
大
変
で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
▼

住
宅
地
図
片
手
に
出
か
け
る
取
材
は
、
初
め
て
通

る
道
に
、
訪
れ
る
場
所
。
こ
れ
が
結
構
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
で
楽
し
く
、
新
発
見
の
連
続
。
見

慣
れ
た
風
景
も
、
視
点
が
変
わ
れ
ば
新
た
な
感
動

に
。
あ
ら
た
め
て
大
仙
市
の
懐
の
深
さ
を
実
感
。

先
日
の
薪
能
で
は
、
夕
闇
に
浮
か
ぶ
能
楽
殿
、
か

が
り
火
の
中
で
の
公
演
を
満
喫
。
日
常
で
は
味
わ

え
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
▼
Ｂ
Ｅ

し
ま
ん
ち
ゅ
の

Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
「
島
人
ぬ
宝
」
と
い
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唄
の
「
僕
が
生

ま
れ
た
こ
の
島
の
空
を
　
僕
は
ど
れ
く
ら
い
知
っ

て
る
ん
だ
ろ
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と
い
う
フ
レ
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知
っ
て
い

る
よ
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私
た
ち
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ま
わ
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あ
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と
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も
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い
。
　
　
　（
し
）

定　　員 先着50人

集合場所 太田国民休養地「奥羽山荘」

　　　　　※解散場所も同じです。

コ ー ス Ａコース…薬師岳まで

（登り３時間、下り１時間30分）

Ｂコース…和賀岳まで

（登り４時間、下り３時間）

申込受付期限　６月30日（木）

※ただし、定員になりしだい締め切ります。

真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
指
定
30
周
年
記
念

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
観
賞
登
山

７月10日（日）午前６時～　
※小雨決行

　大仙市と美郷町、真木真昼県立自然公園を美しくする会で

は、自然公園指定30周年を迎える記念事業の一つとして、

ニッコウキスゲを観賞する薬師岳・和賀岳への登山を行いま

す。初夏の花かおるすがすがしい自然に触れてみませんか。

　なお、①住所②氏名③電話番号④ご希望の登山コースを明

記のうえ、はがき、ファックス、電話でお申し込みください。

問い合わせ・申し込み

　太田総合支所地域振興課

　　〒019-1692

　　大仙市太田町太田字新田田尻３ -４

☎ 0187-88-1112

0187-88-1921


